佐用町地域見守りネットワーク事業に関する協定書

佐用町（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　　　
（以下「乙」という。）は、佐用町内の異変のある又は支援の必要な高齢者、障がい者及び児童等(以下「要配慮者」という。)を地域全体で見守る体制を確保し、要配慮者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援することを目的として、佐用町地域見守りネットワーク事業（以下「本事業」という。）実施要綱に基づき、以下のとおり協定を締結する。
（連携事項）

第１条　甲と乙は、本事業の構築に取り組み、要配慮者の発見及び情報の連絡から支援に至るまでの相互連携を図るものとする。
２　乙は、異変のある又は支援が必要な要配慮者を発見した場合、甲の指定する実施機関に情報の連絡を行うものとする。

３　前項で定める事項を効果的に推進するため、甲と乙は定期的に情報交換を行うものとする。
（個人情報の取扱い）

第２条　甲は、本事業の実施において、乙に個人情報を提供する場合は佐用町個人情報の保護に関する条例(平成17年佐用町条例第９号)の規定によるものとし、要配慮者のプライバシー保護の観点から特に慎重に取扱うものとする。

２　乙は、本事業の実施により知り得た個人情報を本事業の目的以外に利用、漏えいしてはならない。この協定の有効期間を過ぎた後も同様とする。
（協定期間）
第３条　この協定の有効期間は、協定締結の日から１年間とする。ただし、有効期間が満了する１か月前までに、甲乙いずれからも変更又は解除の申し入れがないときは、更に１年間更新するものとし、その後の更新についても同様とする。
（協定の見直し）
第４条　甲及び乙のいずれかから、協定内容の変更の申出があった時は、その都度協議の上、変更を行うものとする。
（協定の解除）

第５条　甲は、乙が次の各号のいずれかに該当するときは、この協定の全部又は一部を解除することができる。
(１)　乙が、その責めに帰すべき事由により、この協定の条項に違反したとき
(２)　乙が、正当な理由をもって解除を申し出たとき

(３)　この協定の履行に関し、乙に著しい不正又は不誠実な行為があったとき
(４)　前各号に掲げるもののほか、協定を解除するに十分な理由があると甲が認めたとき
（疑義の決定）
第５条　この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に関し、疑義等が生じた場合は、甲乙協議して定めるものとする。
　本協定書は、協定を締結した日から効力が発生する。
この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自１通を保有するものとする。
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